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回次
第11期

第１四半期累計期間
第10期

会計期間
自2021年８月１日
至2021年10月31日

自2020年８月１日
至2021年７月31日

売上高 （千円） 275,123 1,419,136

経常利益又は経常損失（△） （千円） △7,711 252,503

四半期純損失（△）

又は当期純利益
（千円） △7,843 183,305

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 100,000 100,000

発行済株式総数

普通株式

Ａ種優先株式

Ｂ種優先株式

Ｃ種優先株式

Ｄ種優先株式

（株）

7,065

2,222

813

900

1,270

7,065

2,222

813

900

1,270

純資産額 （千円） 1,409,358 1,417,202

総資産額 （千円） 1,681,642 1,793,452

１株当たり四半期純損失（△）

又は１株当たり当期純利益
（円） △0.64 14.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 83.8 79.0

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．当社は、第10期第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第10期第１四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．第10期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

５．第11期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の、当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できず、また、１株当たり四半期純損失であるため

記載しておりません。

６．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。

７．当社は、2021年11月12日付で株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。それに伴い、発行済

株式総数は普通株式699,435株、Ａ種優先株式219,978株、Ｂ種優先株式80,487株、Ｃ種優先株式89,100株、

Ｄ種優先株式125,730株増加し、普通株式706,500株、Ａ種優先株式222,200株、Ｂ種優先株式81,300株、Ｃ種

優先株式90,000株、Ｄ種優先株式127,000株となっております。

８．当社は、2021年11月12日付で株式１株につき100株の割合で株式分割を行っており、また、2022年７月２日付

で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に当該株式分

割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失又は１株当たり当期純利益を算定しております。

９．第11期第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間の四半期財務諸表並びに第10期事業年度の財務諸表につ

いては、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第

193条の２第１項の規定に準じて、太陽有限責任監査法人による四半期レビュー及び監査を受けております。

10．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、当第１四半期累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後

の指標等となっております。
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２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。また、当社の事業セグメントはビジネスマッチング事業のみの単一セグメントであるため、セグメントご

との記載をしておりません。

（１）経営成績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、昨年来続いている新型コロナウイルス感染症においては、政府

の取り組みによるワクチン接種が進んだことなどから、９月末には全ての都道府県にて緊急事態宣言が解除され

るなど、今後の行動制限が徐々に緩和されることを受けた経済活動の早期正常化が期待されるなど一筋の光明が

見えつつあるものの、個人消費の落ち込み、雇用・所得環境持ち直しの遅れや感染再拡大への懸念等により、先

行きは不透明な状況が続いております。

当社が取り組むものづくりに係るオープンイノベーション事業は、高水準で推移する企業研究費の投下による新

技術創出への動向や、地域金融機関の収益多様化に向けた取り組み、製造業を中心として先送りになっていた設備

投資を再開する動きなどの前向きな取組みが見られる一方で、終息の見えない新型コロナウイルス感染症対応によ

る企業活動の停滞はものづくりの現場を直撃しており、一定の回復の兆しが見えつつあるものの、依然として厳し

い状況が続いております。

このような事業環境の下、当第１四半期累計期間においては、前事業年度に業績を牽引した探索・マッチングサ

ービスについては、調達支援サービス「Linkers Trading」の入札案件の契約が満了した一方、金融機関向けマッ

チングシステム「Linkers for BANK」では新たに１機関の導入が完了したことから累計導入機関数は20件となり、

また、2021年２月にリリースした事業会社向けマッチングシステム「Linkers for Business」が２機関に導入が完

了したことから、「LFB（※1）」全体として好調となり、ストック収益基盤が大きく拡大いたしました。

また、リサーチサービスにおいても、カスタマイズ型のリサーチが、強い引き合いに牽引され「Linkers 

Research」は、引き続き好調に推移いたしました。

昨年来取り組んできた技術探索サービス「Linkers Sourcing」、用途開拓サービス「Linkers Marketing」等の

既存サービスの基盤強化と、新規サービスの垂直立ち上げ等、各種施策の履行によって業績拡大に向けた収益の多

様化にも積極的に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は275,123千円、営業損失7,485千円、経常損失7,711千円、四半期

純損失7,843千円となりました。

※１　金融機関向けマッチングシステム「Linkers for BANK」、及び事業会社向けマッチングシステム

「Linkers for Business」の両サービスの統合した名称を指します。

（２）財政状態の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ111,810千円減の1,681,642千円となりまし

た。これは主に、ソフトウエアの増加8,134千円、ソフトウエア仮勘定の増加14,408千円の一方で、現金及び預

金の減少142,177千円等によるものです。

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ103,966千円減の272,283千円となりました。こ

れは主に、返済による長期借入金の減少11,874千円、賞与の支給に伴う賞与引当金の減少38,790千円、及び役員

賞与の支給に伴う役員賞与引当金の減少33,000千円等によるものです。
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（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ7,843千円減の1,409,358千円となりました。

これは四半期純損失の計上7,843千円によるものです。

（３）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありま

せん。

（４）経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

（６）研究開発活動

該当事項はありません。

（７）経営成績に重要な影響を与える要因

当第１四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000

Ａ種優先株式 10,000

Ｂ種優先株式 10,000

Ｃ種優先株式 10,000

Ｄ種優先株式 10,000

計 110,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

（注）１．2021年10月27日開催の臨時株主総会決議により、2021年11月12日付で株式分割に伴う定款の変更を行い、発行

可能株式総数は普通株式6,930,000株、Ａ種優先株式990,000株、Ｂ種優先株式990,000株、Ｃ種優先株式

990,000株、Ｄ種優先株式990,000株増加し、普通株式7,000,000株、Ａ種優先株式1,000,000株、Ｂ種優先株

1,000,000株、Ｃ種優先株式1,000,000株、Ｄ種優先株式1,000,000株となっております。

２．2022年７月１日開催の臨時株主総会決議により、2022年７月１日付でＡ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優

先株式、Ｄ種優先株式を廃止しております。

３．2022年６月13日開催の取締役会決議に基づき、2022年７月２日付で株式分割に伴う定款変更を行い、普通株

式の発行可能株式総数は38,080,000株増加し、49,080,000株となっております。

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年７月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,065 12,270,000 非上場

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式でありま

す。なお、単元株式数

は100株となっており

ます。

（注）１、２、３、４

Ａ種優先株式 2,222 － 非上場 （注）１、２

Ｂ種優先株式 813 － 非上場 （注）１、２

Ｃ種優先株式 900 － 非上場 （注）１、２

Ｄ種優先株式 1,270 － 非上場 （注）１、２

計 12,270 12,270,000 － －

②【発行済株式】

（注）１．2021年10月27日開催の臨時株主総会決議により、2021年11月12日付で１株につき100株の割合で株式分割を行

っております。これにより、発行済株式総数は普通株式699,435株、Ａ種優先株式219,978株、Ｂ種優先株式

80,487株、Ｃ種優先株式89,100株、Ｄ種優先株式125,730株増加し、普通株式706,500株、Ａ種優先株式

222,200株、Ｂ種優先株式81,300株、Ｃ種優先株式90,000株、Ｄ種優先株式127,000株となっております。

２．2022年６月13日開催の取締役会決議により、Ａ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株式の

すべてにつき、定款で定める取得条項に基づき取得することを決議し、2022年６月30日付で自己株式として取

得し、対価としてＡ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株式１株につき普通株式１株を交

付しております。また、当社が取得したＡ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株式は、

2022年６月30日付で会社法第178条に基づきすべて消却しております。

３．2022年６月13日開催の取締役会決議により、2022年７月２日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を

行っております。これにより、発行済株式総数は11,043,000株増加し、12,270,000株となっております。

４．2022年７月１日開催の臨時株主総会決議により、2022年７月２日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　　2021年８月１日～
　　2021年10月31日

－

普通株式
7,065

Ａ種優先株式
2,222

Ｂ種優先株式
813

Ｃ種優先株式
900

Ⅾ種優先株式
1,270

－ 100,000 － －

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（注）2021年10月27日開催の臨時株主総会決議により、2021年11月12日付で１株につき100株の割合で株式分割を行って

おります。これにより、発行済株式総数は普通株式699,435株、Ａ種優先株式219,978株、Ｂ種優先株式80,487株、

Ｃ種優先株式89,100株、Ｄ種優先株式125,730株増加し、普通株式706,500株、Ａ種優先株式222,200株、Ｂ種優先

株式81,300株、Ｃ種優先株式90,000株、Ｄ種優先株式127,000株となっております。

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

2021年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）

普通株式　　　　　7,065

Ａ種優先株式　　　2,222

Ｂ種優先株式　　　　813

Ｃ種優先株式　　　　900

Ｄ種優先株式　　　1,270

普通株式　　　　　7,065

Ａ種優先株式　　　2,222

Ｂ種優先株式　　　　813

Ｃ種優先株式　　　　900

Ｄ種優先株式　　　1,270

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式でありま

す。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 12,270 － －

総株主の議決権 － 12,270 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）１．2021年10月27日開催の臨時株主総会決議により、2021年11月12日付で１株につき100株の割合で株式分割を行

っております。これに伴い、完全議決権株式（その他）の株式数は普通株式706,500株、Ａ種優先株式

222,200株、Ｂ種優先株式81,300株、Ｃ種優先株式90,000株、Ｄ種優先株式127,000株、議決権の数は普通株

式706,500個、Ａ種優先株式222,200個、Ｂ種優先株式81,300個、Ｃ種優先株式90,000個、Ｄ種優先株式

127,000個、発行済株式総数の株式数は1,227,000株、総株主の議決権の議決権の数は1,227,000個となってお

ります。

２．2022年６月13日開催の取締役会決議により、Ａ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株式

のすべてにつき、定款で定める取得条項に基づき取得することを決議し、2022年６月30日付で自己株式とし

て取得し、対価としてＡ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株式１株につき普通株式１

株を交付しております。また、当社が取得したＡ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株

式は、2022年６月30日付で会社法第178条に基づきすべて消却しております。

３．2022年６月13日開催の取締役会決議により、2022年７月２日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割

を行っております。これにより、発行済株式総数は11,043,000株増加し、12,270,000株となっております。

４．2022年７月１日開催の臨時株主総会決議により、2022年７月２日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。これに伴い、提出日現在において、完全議決権株式（その他）の株式数は普通株式
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12,270,000株、議決権の数は122,700個、発行済株式総数の株式数は12,270,000株、総株主の議決権の議決権

の数は122,700個となっております。

②【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。

２【役員の状況】

　前事業年度に係る定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、第１四半期会計期間(2021年８月１日から2021年10月31日まで)及び第１四半期累計期間

(2021年８月１日から2021年10月31日まで)に係る四半期財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビ

ューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年７月31日）

当第１四半期会計期間
（2021年10月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,408,738 1,266,561

売掛金 72,030 93,667

仕掛品 17,828 13,286

その他 33,595 25,445

流動資産合計 1,532,192 1,398,961

固定資産

有形固定資産

　建物 49,236 48,331

　工具、器具及び備品 16,244 15,403

　有形固定資産合計 65,481 63,734

無形固定資産

　ソフトウエア 78,027 86,162

　ソフトウエア仮勘定 3,021 17,429

　無形固定資産合計 81,049 103,592

投資その他の資産

　敷金及び保証金 61,866 62,854

　繰延税金資産 37,661 37,661

　その他 15,201 14,838

　投資その他の資産合計 114,729 115,354

固定資産合計 261,259 282,681

資産合計 1,793,452 1,681,642

負債の部

流動負債

１年内返済予定の長期借入金 51,454 51,454

未払法人税等 574 132

賞与引当金 43,000 4,210

役員賞与引当金 33,000 －

その他 165,296 145,435

流動負債合計 293,324 201,231

固定負債

長期借入金 82,926 71,052

固定負債合計 82,926 71,052

負債合計 376,250 272,283

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 841,875 841,875

利益剰余金 475,326 467,483

株主資本合計 1,417,202 1,409,358

純資産合計 1,417,202 1,409,358

負債純資産合計 1,793,452 1,681,642

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自 2021 年８月１日

　　至 2021 年10月31日）

売上高 275,123

売上原価 78,149

売上総利益 196,973

販売費及び一般管理費 204,459

営業損失（△） △7,485

営業外収益

雑収入 128

営業外収益合計 128

営業外費用

支払利息 354

営業外費用合計 354

経常損失（△） △7,711

税引前四半期純損失（△） △7,711

法人税、住民税及び事業税 132

法人税等合計 132

四半期純損失（△） △7,843

（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第

１四半期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影

響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会

計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる四半期財務

諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大による影響について）

新型コロナウイルス感染症拡大による影響を踏まえた会計上の見積りについては、新規上場申請のための有

価証券報告書（Ⅰの部）（追加情報）に記載した仮定から重要な変更はありません。

当第１四半期累計期間

（自　2021年８月１日

　　至　2021年10月31日）

減価償却費 10,166千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（株主資本等関係）

当第１四半期累計期間(自　2021年８月１日　至　2021年10月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。 

３．株主資本等の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間（自　2021年８月１日　至　2021年10月31日）

　当社はビジネスマッチング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当第１四半期累計期間

（自　2021年８月１日

 　至　2021年10月31日）

一時点で移転される財又はサービス

一定の期間にわたり移転される財又はサービス

220,627

54,496

顧客との契約から生じる収益 275,123

その他の収益 －

外部顧客への売上高 275,123

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社は、ビジネスマッチング事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報につ

いては、サービスの種類別に記載しております。

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自　2021年８月１日

至　2021年10月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △0円64銭

（算定上の基礎）

四半期純損失（△）（千円） △7,843

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △7,843

普通株式の期中平均株式数（株） 1,227,000

（うち普通株式数（株）） （706,500）

（うちＡ種優先株式（株）） （222,200）

（うちＢ種優先株式（株）） （81,300）

（うちＣ種優先株式（株）） （90,000）

（うちＤ種優先株式（株）） （127,000）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

事業年度末から重要な変動があったものの概要

―

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

るため、期中平均株価が把握できず、また、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２．当社は、2021年11月12日付で株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。また、2022年７

月２日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。そのため、期首に当該株式分割

が行われたと仮定して１株当たり四半期純損失を算定しております。
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株式分割前の発行済株式総数 12,270株

今回の分割により増加する株式数 1,214,730株

株式分割後の発行済株式総数 1,227,000株

株式分割後の発行可能株式総数 11,000,000株

（重要な後発事象）

（株式分割）

　当社は、2021年10月27日開催の株主総会決議に基づき、2021年11月12日付で株式分割を行っております。

１．株式分割の目的

　将来的な単元株制度の導入並びに流動性の確保を目的としております。

２．株式分割の概要

　（１）分割の方法

　　2021年11月11日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する株式１株につ

き、100株の割合をもって分割しております。

　（２）分割により増加する株式数

　（３）株式分割の効力発生日

2021年11月12日

３．１株当たり情報に与える影響

　「１株当たり情報」は、当該株式分割が期首に行われたものと仮定して算出しており、これによる影響について

は、当該箇所に反映されております。

（ストック・オプションとしての新株予約権の発行）

　当社は、2021年10月27日開催の臨時株主総会において、会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき、

当社従業員に対してストック・オプションとして新株予約権を発行することを決議し、2021年11月16日に付与いた

しました。

１．ストック・オプションとして新株予約権を発行する理由

　当社の従業員の業績向上に対する意欲や士気を一層高めることにより、当社の健全な経営と社会的信頼の向上を

図ることを目的して、当社の従業員に対し、無償にて新株予約権を発行するものであります。

２．新株予約権の発行要領

　（１）新株予約権の発行日

　2021年11月16日

　（２）新株予約権の割当対象者

　当社従業員61名

　（３）新株予約権の発行数

　7,850個

　（４）新株予約権の払込金額

　金銭の払込みを要しない

　（５）新株予約権の目的となる株式の種類及び数

　当社普通株式7,850株（新株予約権１個につき１株）

　（６）新株予約権の権利行使時の払込金額

　株式公開時の公開価格（当社株式がいずれかの金融商品取引所への上場がなされるときに新たに当社が発

行する株式の発行価格をいう。）とする。

　（７）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

　①本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じた

ときは、その端数を切り上げるものとする。

　②本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本

金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。
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　（８）新株予約権の行使期間

　2023年11月16日から2031年11月15日まで

　ただし、権利行使の最終日が当社の休日にあたる場合には、その前営業日を権利行使の最終日とする。

　（９）新株予約権の行使の条件

　①新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時においても、当社又は

当社子会社の取締役、監査役、従業員の地位を有していなければならない。ただし、新株予約権者が任

期満了により退任又は定年退職した場合、あるいは取締役会が正当な理由があると認めた場合はこの限

りではない。

　②当社の普通株式が、いずれかの金融商品取引所に上場されていること。ただし、取締役会が認めた場合

にはこの限りではない。

　③新株予約権者が死亡した場合、その相続人による新株予約権の権利行使は認めないものとする。

　④本新株予約権の行使は、１新株予約権単位で行うものとし、各新株予約権の一部の行使は認められない

ものとする。

　（10）新株予約権の譲渡に関する事項

　譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の承認を要するものとする。

（ストック・オプションとしての新株予約権の発行）

　当社は、2022年３月15日開催の取締役会において、会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき、当社

従業員に対してストック・オプションとして新株予約権を発行することを決議いたしました。

１．ストック・オプションとして新株予約権を発行する理由

　当社の従業員の業績向上に対する意欲や士気を一層高めることにより、当社の企業価値の向上を図ることを目的

として、当社の従業員に対し、無償にて新株予約権を発行するものであります。

２．新株予約権の発行要領

　（１）新株予約権の発行日

　2022年３月16日

　（２）新株予約権の割当対象者

　当社従業員63名

　（３）新株予約権の発行数

　12,150個

　（４）新株予約権の払込金額

　金銭の払込みを要しない

　（５）新株予約権の目的となる株式の種類及び数

　当社普通株式12,150株（新株予約権１個につき１株）

　（６）新株予約権の権利行使時の払込金額

　株式公開時の公開価格（当社株式がいずれかの金融商品取引所への上場がなされるときに新たに当社が発

行する株式の発行価格をいう。）とする。

　（７）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

　①本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じた

ときは、その端数を切り上げるものとする。

　②本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本

金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

　（８）新株予約権の行使期間

　2024年３月16日から2032年３月15日まで

　ただし、権利行使の最終日が当社の休日にあたる場合には、その前営業日を権利行使の最終日とする。

　（９）新株予約権の行使の条件

　①新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時においても、当社又は

当社子会社の取締役、監査役、従業員の地位を有していなければならない。ただし、新株予約権者が任

期満了により退任又は定年退職した場合、あるいは取締役会が正当な理由があると認めた場合はこの限

りではない。

　②当社の普通株式が、いずれかの金融商品取引所に上場されていること。ただし、取締役会が認めた場合

にはこの限りではない。
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Ａ種優先株式 222,200株

Ｂ種優先株式 81,300株

Ｃ種優先株式 90,000株

Ｄ種優先株式 127,000株

　③新株予約権者が死亡した場合、その相続人による新株予約権の権利行使は認めないものとする。

　④本新株予約権の行使は、１新株予約権単位で行うものとし、各新株予約権の一部の行使は認められない

ものとする。

　（10）新株予約権の譲渡に関する事項

　譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の承認を要するものとする。

（優先株式の取得及び消却）

　当社は、2022年6月13日開催の取締役会においてＡ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株式

のすべてを、定款に定める取得条項に基づき2022年６月30日付で自己株式として取得することを決議し、対価とし

てＡ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株式１株につき普通株式１株を交付しております。

　また、当社が取得したＡ種優先株式、Ｂ種優先株式、Ｃ種優先株式及びＤ種優先株式は、2022年６月30日付で会

社法第178条に基づきすべて消却しております。

１．取得する自己株式の数

２．交換により交付した普通株式数   520,500株

３．交換後の発行済普通株式数     1,227,000株

（株式分割及び単元株制度の採用）

　当社は、2022年６月13日開催の取締役会において、株式分割について決議いたしました。また、当該株式分割に

伴い、2022年７月１日開催の臨時株主総会において、１単元を100株とする単元株制度を採用及び定款の一部変更

を決議いたしました。

１．株式分割及び単元株制度の採用の目的

　当社株式の流動性向上と投資家層の拡大を図ることを目的として株式分割を実施するとともに、１単元を100株

とする単元株制度を採用いたしました。

２．株式分割の概要

　（１）分割の方法

　2022年７月１日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する株式１株に

つき、10株の割合をもって分割しております。

　（２）分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　　 1,227,000株

今回の分割により増加する株式数　　11,043,000株

株式分割後の発行済株式総数　　　　12,270,000株

株式分割後の発行可能株式総数　　  49,080,000株

　（３）株式分割の効力発生日

　2022年７月２日

　（４）１株当たり情報に与える影響

　「１株当たり情報」は、当該株式分割が期首に行われたものと仮定して算出しており、これによる影響に

ついては、当該箇所に反映されております。
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　３．単元株制度の概要

　（１）新設する単元株式数

単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株といたしました。

　（２）単元株制度の効力発生日

　2022年７月２日
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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